
山口市農業委員会だより 発 行 日／平成27年（2015）10月１日

発行／山口市農業委員会
編集／広報委員会

〒 753-8650　山口県山口市亀山町２番１号　Tel. 083-934-2882　Fax. 083-934-2671　E-mail：noui@city.yamaguchi.lg.jp

第 ３ 号

農業しちょる

災害復旧が進み収穫間近の阿東嘉年地区の「稲穂」

主な内容

2P 6P

3P 7P

4.5P 8P

農業委員会の新体制
改正農業委員会法成立

しちょる！ やっちょる！
がんばっちょる！

遊休農地に課税強化！
TPP、迷走の先には？

地域の農業を守る
レディース・レスキュー隊

農業委員地区担当表 お知らせ・編集後記

平成25年７月 28日の冠水状況



会
長安

　
田
　
敏
　
男

こ
の
度
、
委
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に

よ
り
再
度
、会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
大
役
と
は
存
じ
ま
す
が
、
誠
心

誠
意
、
職
務
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

い
ま
農
業
は
、
経
済
の
変
動
等
に
よ
り

大
変
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の

代
表
と
し
て
唯
一
存
在
す
る
公
的
機
関
で

あ
り
ま
す
。
農
地
行
政
と
農
業
発
展
の
一

翼
を
担
う
農
業
委
員
49
名
は
、
農
地
を
活

か
し
次
世
代
の
担
い
手
を
守
り
育
む
理
念

で
、
元
気
の
出
る
地
域
農
業
、
そ
し
て
山

口
市
の
農
業
振
興
へ
と
、
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
役
　
員

・
会
長

　
　

安
田　

敏
男
（
徳
地
）　

・
会
長
職
務
代
理
者

　
　

藤
村　

守
（
山
口
・
鴻
南
）

・
農
地
部
会
長

　
　

木
原　

義
則
（
北
部
）

・
農
地
部
会
長
職
務
代
理
者

　
　

佐
々
木　

慶
市
（
阿
東
）

・
農
業
振
興
部
会
長

　
　

德
永　

芳
夫
（
川
東
）　

・
農
業
振
興
部
会
長
職
務
代
理
者

　
　

益
冨　

嘉
男
（
川
西
）

※
新
委
員
は
４・
５
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て

お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
、
農
協
、
農
業
生
産
法
人

の
一
体
的
な
見
直
し
を
行
う
「
農
業
協
同

組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

案
」
が
、
８
月
28
日
、
参
議
院
本
会
議
で

可
決
、
成
立
し
た
。

改
正
の
内
容

農
業
委
員
会
法
の
改
正
の
柱
は
、
①
農

業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更
、
②
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
設
置
、
③
農
業
委

員
会
の
事
務
の
重
点
化
、
④
全
国
及
び
都

道
府
県
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

の
創
設
の
四
つ
。

改
正
の
内
容
を
具
体
的
に
見
て
み
る
と

①　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

一　

農
業
委
員
の
公
選
制
は
廃
止

し
、
市
町
村
長
が
市
町
村
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
す
る
。そ
の
際
、

市
町
村
長
は
農
業
者
等
に
対
し
委

員
候
補
者
の
推
薦
等
を
求
め
、
そ

の
情
報
を
整
理
・
公
表
し
、
推
薦

等
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

二　

農
業
委
員
の
過
半
は
原
則
と
し

て
認
定
農
業
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

②　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
設

置
・
委
嘱

農
業
委
員
会
は
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
、
推
進
委
員

は
、
担
当
地
区
に
お
い
て
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
た
め
活

動
を
行
う
。

③　

農
業
委
員
会
事
務
の
重
点
化

農
業
委
員
会
は
農
地
法
に
基
づ
く

権
利
移
動
等
に
関
す
る
許
可
業
務
の

ほ
か
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
（
農
地
等
と
し
て
利
用
す
べ
き

土
地
の
農
業
上
の
利
用
の
確
保
、
並

び
に
農
地
等
の
利
用
の
効
率
化
及
び

高
度
化
の
促
進
）
を
行
う
。

④　

農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

の
創
設

都
道
府
県
・
全
国
段
階
に
農
業
委

員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
を
創
設

し
、
都
道
府
県
農
業
会
議
と
全
国
農

業
会
議
所
は
、
円
滑
な
同
機
構
へ
の

移
行
を
可
能
に
す
る
。

以
上
が
改
正
の
概
要
で
あ
る
。

今
国
会
の
審
議
で
は
、
多
く
の
懸
念
が

示
さ
れ
て
お
り
、
政
省
令
で
の
払
拭
が
今

後
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
度
の
農
委
法
改
正
は
、
民
間
識
者

を
中
心
に
、
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し

て
規
制
改
革
会
議
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中

の
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
昨
年

５
月
に
発
表
し
た
「
農
業
改
革
に
関
す
る

意
見
」
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

農
業
委
員
会
は
、
独
立
し
た
行
政
委
員

会
と
し
て
「
土
地
と
人
」
対
策
を
通
じ
て
、

農
業
の
維
持
・
発
展
に
取
り
組
み
、
め
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
る
農
政
と
時
代
の
変
化
に

対
応
し
、
一
貫
し
て
農
地
を
守
り
、
農
民

の
地
位
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
。

今
後
と
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
委

員
が
「
自
信
と
誇
り
」「
や
る
気
」「
情
熱
」

を
も
っ
て
、
役
割
・
機
能
を
十
分
に
果
た

せ
る
よ
う
、
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

を
開
き
「
新
た
な
農
業
委
員
会
制
度
の
確

立
に
関
す
る
要
請
」
を
行
っ
た
。

一
　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
現
場
の
実
態
に
即
し
た
円

滑
な
選
任

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
地
域
か

ら
の
推
薦
、
募
集
に
つ
い
て
は
、
現

場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
対
応
が
図
ら

れ
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

ま
た
、
候
補
者
が
定
数
を
上
回
っ

た
場
合
の
選
任
方
法
を
明
確
に
す
る

こ
と
。

二
　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
定
数
の
確
保

農
業
委
員
・
推
進
委
員
と
も
、
地

域
か
ら
の
推
薦
を
中
心
に
、
十
分
な

定
数
の
確
保
。
概
ね
１
０
０
㌶
に
１

名
程
度
を
確
保
す
る
枠
組
み
を
検
討

す
る
こ
と
。

三
　
女
性
・
青
年
農
業
委
員
等
の
確
保

農
業
委
員
定
数
に
女
性
・
青
年
の

推
薦
枠
を
設
定
す
る
な
ど
、
女
性
・

青
年
農
業
委
員
の
積
極
的
な
登
用
の

た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と

（
改
革
案
で
は
、
農
業
委
員
定
数

削
減
が
規
定
さ
れ
、
最
適
化
推
進
委

員
に
は
、
性
別
の
配
慮
規
定
が
無
い

改
正
農
業
委
員
会
法
成
立

全
国
会
長
大
会
で
の
要
請
決
議

農
業
委
員
会
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
８
月
４
日
に
開
催

さ
れ
た
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
委
員
構
成
等
が
決
定
し
ま
し
た
。
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た
め
、
女
性
活
躍
の
機
会
を
奪
い
か

ね
な
い
。）

四
～
六
（
省
略
）

七
　
新
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
措
置
の

確
保現

行
の
農
業
委
員
の
任
期
満
了
次

期
が
各
々
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
法

制
度
の
改
正
に
伴
う
市
町
村
条
例
及

び
農
業
委
員
会
規
則
の
改
正
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
制
度
へ
の
円

滑
な
移
行
措
置
を
確
保
す
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
新
た
な
「
基
本
計
画
」
を
実
現
す

る
農
政
の
確
立
に
向
け
た
改
革
提
案
と
、

日
本
農
業
の
行
方
を
決
め
る
重
大
局
面
を

迎
え
そ
う
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
国
会

決
議
の
遵
守
を
求
め
る
要
請
も
併
せ
て

行
っ
た
。

今
回
の
法
改
正
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

要
請
決
議
の
多
く
が
付
帯
決
議
と
し
て

取
り
入
れ
ら
れ

た
。私

ど
も
農
業

委
員
会
は
、
引

き
続
き
付
帯
決

議
を
実
行
さ

せ
、
農
地
を
守

り
、
地
域
農
業

発
展
の
番
人
と

し
て
、
誇
り
を

持
っ
て
突
き
進

ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
が
遊
休
農
地
解
消
に
向
け
、
課
税

強
化
を
検
討
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

担
い
手

へ
農
地
を

集
積
す
る

農
地
中
間

管
理
機
構

（
以
下｢

機
構
」）

の
実
績
が

低
調
な
た

め
、
農
地

貸
し
付
け

の
目
標
達
成
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
遊
休
農
地
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
負
担
を
大
き
く
す
る
仕
組
み
で
、
課

税
と
い
う
〝
ム
チ
〟
を
持
ち
出
し
、
上
か

ら
の
強
権
的
な
発
想
が
強
い
。
強
権
な
措

置
が
農
村
現
場
で
反
発
を
ま
ね
か
な
い
よ

う
、
政
府
に
慎
重
な
検
討
を
求
め
た
い
。

課
税
強
化
は
、
６
月
19
日
の
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
で
林
農
相
が

表
明
し
、同
月
30
日
に
閣
議
決
定
し
た「
日

本
再
興
戦
略
」
改
訂
２
０
１
５
と
規
制
改

革
実
施
計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

政
府
の
調
査
で
も
、
遊
休
農
地
が
多
く

発
生
し
て
い
る
地
域
は
、「
中
山
間
地
」「
ほ

場
整
備
未
実
施
農
地
」
が
そ
れ
ぞ
れ
68
％

と
最
も
多
く
、
条
件
不
利
地
で
の
発
生
を

裏
付
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
農
地
は
貸
し
た
く
て
も
受
け

手
が
見
つ
か
ら
な
い
農
地
で
あ
る
。
山
口

県
の
機
構
で
は
、
借
り
受
け
を
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
お
ら
ず
、
機
構
が
借
り
受
け
れ
ば

長
期
滞
留
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
。

遊
休
農
地
の
課
税
強
化
は
、
機
構
へ
の

貸
し
付
け
を
希
望
す
る
全
て
の
農
地
を
機

構
が
引
き
受
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
い

と
成
り
立
た
な
い
。
機
構
に
借
り
受
け
を

断
ら
れ
、
課
税
強
化
だ
け
を
押
し
付
け
る

よ
う
な
理
不
尽
な
政
策
は
許
さ
れ
な
い
。

農
地
を
動
か
す
に
は
、
当
事
者
や
農
業
委

員
な
ど
の
信
頼
関
係
が
不
可
欠
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
７
月
末
ハ
ワ
イ
で
の

閣
僚
会
合
で
合
意
に
至
ら
ず
継
続
協
議
と

な
り
、
今
後
の
展
開
が
一
段
と
不
透
明
と

な
っ
た
。

今
後
の
交
渉
は
ど
う
な
る
の
か
、
争

点
は
農
産
物
を
は
じ
め
、「
知
的
財
産
権
」

や
「
自
動
車
の
問
題
」
な
ど
広
範
囲
に
わ

た
る
。
元
々
各
国
の
利
害
が
対
立
し
て
い

た
「
知
的
財
産
権
」
で
の
、
新
薬
開
発
の

デ
ー
タ
保
護
期
間
の
問
題
は
、
国
民
の
健

康･

生
命
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
の
通
商
交
渉
は
、
先

に
妥
協
し
た
方
が
敗
者
に
な
る
こ
と
か

ら
、国
会
決
議
の
重
要
５
品
目
の
「
聖
域
」

堅
持
は
絶
対
で
あ
る
。
拙
速
な
交
渉
は
国

益
を
大
き
く
損
な
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
国
の
有
り
方
や
国
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
極
端
な
秘
密
交
渉
で
、
交
渉
状
況
の

説
明
は
一
切
な
く
、
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
報

道
の
み
が
頼
り
で
、
国
会
議
員
で
す
ら
情

報
を
十
分
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、「
聖
域
」
で
あ
る
食

用
米
輸
入
拡
大
に
関
し
て
、
日
米
交
渉
の

内
容
が
報
道
さ
れ
た
が
、
安
易
な
妥
協
は

決
し
て
許
さ
れ
な
い
。

日
本
は
現
在
、
自
国
内
で
完
全
自
給
で

き
る
食
用
米
を
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
毎
年
77
万
㌧

（
約
１
２
８
３
万
俵
）
の
外
国
産
米
を
ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
と
し
て
無
関
税
で
義

務
的
に
輸
入
し
て
お
り
、
こ
の
内
半
分
は

米
国
産
米
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
の
米
輸
入
は
、
食
用
米
の
自

給
を
止
め
、
主
食
を
他
国
に
ゆ
だ
ね
る
こ

と
を
意
味
し
、
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
生

産
現
場
の
努
力
が
水
泡
に
帰
す
こ
と
に
つ

な
が
る
。

農
業
、即
ち
食
糧
自
給
が
、希
望
を
持
っ

て
生
産
活
動
に
取
り
組
め
る
魅
力
あ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
元
医
師
会
長
や
国
会
議

員
を
含
む
１
６
０
０
人
を
超
す
人
達
が
、

｢

国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉｣

は
、
憲
法
違
反
だ

と
し
て
、
交
渉
の
差
し
止
め
を
求
め
、
提

訴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。

特
に
、「
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
」
の
存
在
は
、

憲
法
の
生
存
権
等
の
条
文
が
訴
訟
に
よ
り

否
定
可
能
な
た
め
、
憲
法
違
反
の
条
項
で

あ
る
。

今
後
、
広
範
な
国
民
が
交
渉
の
行
方
を

注
視
し
、
広
く
国
会
決
議
を
守
ら
せ
る
運

動
を
展
開
す
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

遊
休
農
地
に
課
税
強
化
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
迷
走
の
先
に
は
？

平成27年 5月 28日（木）東京・日比谷公会堂

（3） 山口市農業委員会だより
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1

2

7

4

6

5

8

3

42

9

13

35

30

17

25

20

38

新山口駅

山口駅

徳佐駅

　　串地区

末
すえつね

常　　衛
まもる

徳地串

36

　　仁保地区

伊
い

藤
とう

　利
としむね

宗
仁保上郷

1

　　小鯖地区

重
しげむね

宗　哲
てつよし

美
上小鯖

5

　　小鯖地区

小
お の

野　基
もとゆき

之
下小鯖

6 　　大内地区

中
なかがわ

川惠
え み こ

美子
大内長野

8　　大内地区

岡
おかもと

本　公
こういち

一
大内御堀

7

　　宮野地区

津
つ だ

田　　要
かなめ

宮野上

3

　　佐山地区

山
やま

根
ね

伊
い つ こ

都子
（市議会）

30

　　阿知須地区

中
なか

戸
と

　茂
しげもり

盛
（農協）

35

　　仁保地区

安
やす

野
の

　正
まさずみ

純
仁保下郷

2

　　大内地区

荒
あら

瀨
せ

　澄
すみ

枝
え

（市議会）

9

　　宮野地区

木
き

原
はら

　義
よしのり

則
宮野下

4

　　八坂地区

田
た ど

戸　洋
ひろ

志
し

（農協）

42　　八坂地区

永
ながまつ

松　之
ゆき

生
お

徳地引谷

41

　　出雲地区

藏
くらしげ

重　秀
ひで

雄
お

徳地小古祖

39

　　柚野地区

國
くになが

長　廣
ひろ

治
し

徳地柚木

43

　　出雲地区

安
やす

田
だ

　敏
とし

男
お

徳地伊賀地

40

　　島地地区

藤
ふじおか

岡　犠
よしのり

臣
徳地島地

37

　　島地地区

藤
ふじ

井
い

美
み さ こ

佐子
（市議会）

38

　　鋳銭司地区

綾
あや

城
ぎ

　初
はつ

江
え

（農協）

17

　　名田島地区

淺
あさはら

原　利
とし

夫
お

（土地改良区）

20

北　部

徳　地

川　東

　　名田島地区

神
こう

田
だ

　一
かず

夫
お

名田島

18

　　鋳銭司地区

長
ながひろ

廣　　実
みのる

鋳銭司

16

　　秋穂二島地区

中
なかがわ

川　晴
はるよし

吉
秋穂二島

21

　　秋穂地区

原
はら

田
だ

　好
よし

子
こ

（市議会）

25　　秋穂地区

德
とくなが

永　芳
よし

夫
お

秋穂西

24　　秋穂地区

勝
かつもと

本　　紘
ひろし

秋穂東

23　　秋穂二島地区

藤
ふじわら

原　敏
としろう

郎
秋穂二島

22

　　名田島地区

武
たけやす

安　　馨
かおる

名田島

19

　　陶地区

海
かい

地
ち

　博
ひろ

志
し

陶

15

（4）
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新山口駅

山口駅

徳佐駅

農業委員
地区担当表

国 道
主要県道等

選挙による委員
選任による委員
（推薦団体）

番号

番号

　　山口地区

德
とくもと

本　　優
まさる

天花

10

　　平川地区

田
た

中
なか

　忠
ただみち

通
黒川

12　　吉敷地区

片
かたやま

山　濶
ひろゆき

之
中尾

11

　　大歳地区

藤
ふじむら

村　　守
まもる

矢原

14

　　嘉川地区

岡
おかむら

村　成
せい

志
し

江崎

27

　　小郡地区

恒
つねどみ

冨　竹
たけ

司
し

小郡

31

　　嘉川地区

益
ますどみ

冨　嘉
よし

男
お

深溝

28

　　阿知須地区

長
なが

尾
お

　　悟
さとる

阿知須

32

　　佐山地区

山
やま

根
ね

伊
い つ こ

都子
（市議会）

30

　　阿知須地区

長
なが

尾
お

　　進
すすむ

阿知須

33

　　嘉川地区

渡
わたなべ

邉　輝
てる

男
お

嘉川

26

　　阿知須地区

松
まつさき

﨑　宏
ひろのり

紀
阿知須

34

　　佐山地区

中
なかむら

村　浩
ひろ

美
み

佐山

29

　　阿知須地区

中
なか

戸
と

　茂
しげもり

盛
（農協）

35

　　平川地区

中
なかむら

村　　敏
さとし

（農業共済）

13

　　生雲地区

河
かわはら

原　健
けん

次
じ

阿東生雲西分

45

　　徳佐地区

渡
わたなべ

邉　吉
きちすけ

祐
阿東徳佐下

48

　　篠生地区

河
かわむら

村　吉
よし

人
と

阿東生雲東分

44

　　徳佐地区

金
かね

子
こ

　哲
てつまさ

昌
阿東徳佐上

47　　地福地区

中
なかやま

山　隆
たかゆき

之
阿東地福下

46

　　嘉年地区

佐
さ さ き

々木慶
けいいち

市
阿東嘉年下

49

阿　東

山口・鴻南

川　西
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平
成
25
年
に
（
株
）
ミ
ラ
イ
エ
ｆ
ａ
ｒ
ｍ

を
立
ち
上
げ
た
代
表
の
土
井
志
則
（
ど
い

も
と
の
り
・
写
真
左
）
さ
ん
（
38
）
は
、

従
業
員
２
人
と
徳
地
島
地
地
区
で
「
や
ま

の
い
も
」
と
「
自
然
薯
」
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。土
地
は
、

高
齢
者
等
、

農
業
が
で
き

な
く
な
っ
た

人
等
か
ら
、

約
４
㌶
借
り

受
け
て
い
ま

す
。出

荷
は
、

主
に
関
東
方

面
で
し
た

が
、
今
年
か

ら
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
香
港
等
の
海
外
に
も
輸
出
を
し

ま
す
。

土
井
さ
ん
は
、
島
地
地
区
の
遊
休
農
地

解
消
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
徳
地
地
区　

藤
岡
　
犠
臣
取
材
）

﹁
自
然
薯
﹂
を
世
界
に

ま
さ
か
の
事
が
お
き
ま
し
た
。

毎
日
、
野
菜
を
平
川
地
区
の
直
売
所

「
九
田
の
里
（
く
で
ん
の
さ
と
）」
に
出
し

て
い
ま
し
た
が
、「
３
月
末
を
持
っ
て
閉

店
い
た
し
ま
す
」
と
関
係
者
か
ら
出
荷
・

生
産
者
に
対
し
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。　

さ
あ
、大
変
！
野
菜
を
市
場
に
出
し
た
り
、

他
地
区
の
直
売
所
に
入
会
し
た
り
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
大
騒
動
！

一
方
、
認
定
農
業
者
・
農
業
委
員
・
専

業
農
家
の
８
戸
が
山
口
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の

協
力
で
、
同
敷
地
内
の
空
き
地
に
、「
に

こ
に
こ
市
」
を
６
月
30
日
か
ら
開
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
そ
の
日
の
出
荷
商
品
を
見
て
、

入
所
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
へ
漬
物
類
の

レ
シ
ピ
な
ど
を
渡
し
て
、
お
客
様
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

安
心
安
全
な
野
菜
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一

致
団
結
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。（
毎
週
火
・

木
曜
日
／
午
後
３
時
～
５
時
）

（
山
口
・
鴻
南
地
区　

田
中
　
忠
通
取
材
）

病
院
敷
地
で
市
を
開
設
！

田
植
が
一
段
落
し
た
６
月
初
め
、
小
鯖

地
区
の
一
部
で
異
変
が
発
生
し
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
植
付
け
し
た
ば
か
り

の
苗
が
消
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
仕
業
か

と
、に
っ
く
き
タ
ニ
シ
を
探
し
ま
し
た
が
、

逃
げ
足
が
速
く
姿
が
見
え
ま
せ
ん
。
農
協

や
市
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
犯
人
は
ほ
か
に

い
て
、
暑
い
の
で
水
遊
び
を
し
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。
カ
ワ
ウ
ソ
か
。
い
や
ネ

コ
、
イ
ヌ
な
の
か
。
情
報
を
整
理
し
て
い

る
と
、
以
前
か
ら
市
内
の
各
地
で
も
出
没

し
て
い
る
大
き
な

ネ
ズ
ミ
「
ヌ
ー
ト

リ
ア
」
と
判
明
し

ま
し
た
。

戦
前
、
中
南
米

か
ら
毛
皮
や
食
料

と
し
て
飼
育
さ
れ

て
い
た
ヌ
ー
ト
リ

ア
が
、
70
年
余
り

を
経
て
、
野
生
化

し
て
生
き
延
び
て

い
る
よ
う
で
す
。

捕
獲
作
戦
を
考
え
ま
し
た
が
、
勝
手
に
つ

か
ま
え
て
も
放
し
て
も
問
題
が
あ
り
、
認

め
ら
れ
た
者
以
外
は
手
が
出
せ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
辺
に
生
息
し
、
夜

中
に
動
き
ま
わ
り
、
水
田
を
は
じ
め
、
畑

の
作
物
被
害
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
大
き

い
も
の
は
、
ネ
コ
も
ビ
ッ
ク
リ
の
体
長
70

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。困
っ
た
！
こ
ま
っ
た
。

ヌ
ー
ト
リ
ア
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
お
近
く

の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
や
総
合
支
所
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

（
北
部
地
区　

津
田
　
要
取
材
）

困
っ
た
！
こ
ま
っ
た

（
農
）
川
西
は
、
か
ね
て
よ
り
若
い
や

る
気
の
あ
る
社
員
の
採
用
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

今
年
４
月
、
山
口
県
立
農
業
大
学
校
園

芸
学
科
野
菜
経
営
コ
ー
ス
卒
業
の
久
保
伶

名
（
く
ぼ
れ
い
な
）
さ
ん
（
21
）
が
入
社

し
ま
し
た
。

久
保
さ
ん
は
、
宇
部
市
出
身
、
小
さ
い

頃
か
ら
野
菜
作
り
が
好
き
で
、
農
業
大
学

校
在
学
中
に
、（
農
）
川
西
で
の
研
修
を

契
機
に
入
社
が
決
定
し
ま
し
た
。
野
菜
作

り
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
多
彩
な
技
能
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
型
特
殊
自
動
車
免
許
（
農
耕
者
）・

ア
ー
ク
溶
接
・
小
型
建
設
機
特
別
教
育
・

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
等
…
。

ま
た
、「
山
口
防
府
地
域
農
山
漁
村
女

性
の
つ
ど
い
」
で
は
、「
私
の
〝
く
い
ぢ

か
ら
〟
～
私
ら
し
い
生
き
方
、
明
日
へ
の

希
望
～
」
の
テ
ー
マ
で
、
農
業
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
胸
に
、
福
岡
大
学
の
辰
己
佳

寿
子
教
授
ら
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
臨
み
ま
す
。

（
農
）
川
西
の
構
成
員
一
同
、
久
保
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま

す
。

（
川
西
地
区　

中
村
　
浩
美
取
材
）

頑
張
れ
！
女
性
新
入
社
員

し
ち
ょ
る
！

や
っ
ち
ょ
る
！

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る
！

山口市農業委員会だより （6）



農
業
委
員
と
し
て

の
四
期
目
は
、
公
選

委
員
と
し
て
新
た
な

気
持
ち
で
臨
む
事
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
私
を
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。

今
年
７
月
に
北
部
地
区
（
仁
保･

小
鯖

･

大
内
・
宮
野)

の
協
議
会
で
、
農
地
を

相
続
し
た
方
が
、
県
外
か
ら
遠
距
離
耕
作

を
行
う
と
い
う
案
件
に
出
会
い
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
今
後
こ
の
農
地
が
守
れ

る
か
ど
う
か
、
長
時
間
の
議
論
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
申
請
者
の
営
農
計
画
書
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
中
学
の
こ

ろ
か
ら
約
10
年
間
、
農
作
業
を
手
伝
い
、

父
に
代
わ
っ
て
農
業
機
械
を
使
い
こ
な

し
、
機
械
保
全
１
級
の
免
許
を
取
得
し
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
出
来
、
来
年
か
ら
は
、

稲
作
面
積
も
増
し
、農
協
に
加
入
予
定
で
、

野
菜
類
の
作
付
計
画
が
記
載
さ
れ
、
夢
が

大
き
く
膨
ら
ん
で
見
え
ま
し
た
。

　﹁
遠
距
離
耕
作
﹂
？

月
の
半
数
は
他
の
仕
事
も
あ
り
帰
省
す

る
の
で
一
人
で
充
分
営
農
が
出
来
る
、
と

彼
の
﹃
農
﹄
に
対
す
る
思
い
に
未
来
は
明

る
く
、
幼
い
頃
の
生
活
や
家
族
と
の
思
い

出
、
両
親
の
育
み
が
し
っ
か
り
根
付
き
、

新
幹
線
で
の
６
時
間
の
帰
省
計
画
は
、
距

離
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
議
会
推
薦
で
農
業
委
員
に
就
任
さ
れ

た
荒
瀨
さ
ん
を
訪
ね
て
、
経
歴
や
思
い
な

ど
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

荒
瀨
さ
ん
の
住
む
大
内
地
区
は
、
農
地

を
転
用
し
た
住
宅
が
多
く
、
遊
休
農
地
も

混
在
す
る
地
域
で
す
。

荒
瀨
さ
ん
は
10
年
程
前
か
ら
、
都
市
型

農
業
、
す
な
わ
ち
、
環
境
保
全
を
重
視
し
、

住
宅
地
内
で
田
・
畑
を
耕
作
す
る
た
め
、

周
辺
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
農
薬
散

布
に
大
変
気
を
使
う
農
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
農
協
と
連
携
し
、
自
身
の
畑
で

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
を
始
め
、
今
で
は

90
本
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
育
て
て
い
ま
す
。

一
番
育
て
や
す
い
「
ラ
ビ
ッ
ト
ア
イ
」
と

い
う
品
種
が
主
力
で
、
粒
が
大
き
く
、
と

て
も
甘
く
、
収
穫
も
し
や
す
い
と
の
こ
と

で
す
。
今
は
エ
コ
50
栽
培
で
す
が
、
エ
コ

１
０
０
栽
培
を
目
標
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

荒
瀨
さ
ん
は
、
農
協
の
総
代
で
、
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
山
口
県
協
力
隊
を

育
て
る
会
・
山
口
留
学
生
交
流
会
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
口
の
副
会
長
な
ど
多

く
の
居
場
所
を
持
っ
て
い
る
方
で
す
。
今

後
は
、
女
性
農
業
委
員
と
し
て
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

藤
井
農
業
委
員
（
市
議
会
推
薦
）

推
薦
二
期
目
、
こ
れ
ま
で
農
家
と
し
て

自
分
の
周
り
だ
け
の
世
界
で
し
た
が
一
期

目
で
地
域
の
農
業
の
現
状
を
知
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
小
さ
な
出
来
る
事
か
ら
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
田
農
業
委
員
（
市
議
会
推
薦
）

農
業
委
員
と
し
て
二
期
目
に
な
り
ま

す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
信

頼
の
で
き
る
農
業
業
委
員
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
根
農
業
委
員
（
市
議
会
推
薦
）

山
口
市
農
業
委
員
へ
の
女
性
登
用
に
つ

い
て
、
山
口
防
府
地
域
農
山
漁
村
女
性
連

携
会
議
よ
り
関
係
団
体
に
要
請
し
、
応
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
法
改
正
で
、
委
員
定
数
が
半

減
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
女
性
委

員
の
活
躍
の
場
が
奪
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
ま
す
。
議
会
推
薦
に
よ
る
二
期
目

を
迎
え
、
こ
の
３
年
間
で
自
分
に
出
来
る

こ
と
を
誠
意
を
込
め
て
取
り
組
み
ま
す
。

綾
城
農
業
委
員

（
山
口
中
央
農
業
協
同
組
合
推
薦
）

農
業
委
員
に
な
っ
て
３
年
の
任
期
期
間

が
終
わ
っ
て
分
か
っ
た
事
は
、
農
業
に
対

す
る
厳
し
い
現
実
で
し
た
。
高
齢
化
と
共

に
担
い
手
も
減
少
し
て
遊
休
農
地
は
増
え

る
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
今
、
野
菜
が
不

足
し
て
い
る
事
を
市
場
の
関
係
者
か
ら
聞

き
ま
し
た
。
女
性
農
業
委
員
と
し
て
私
達

は
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産
し
、

食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
活
動
の
輪

を
ひ
ろ
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
初
の
女
性
公
選
委
員

中
川
農
業
委
員

市
議
会
推
薦
の

荒
瀨
新
農
業
委
員
に
聞
く

二
期
目
に
懸
け
る
思
い

地
域
の
農
業
を
守
る

レ
デ
ィ
ー
ス
・
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
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農
地
は
か
け
が
え
の
な
い
資
源
で
す
。

農
地
は
一
度
荒
れ
て
し
ま
う
と
、
も
と

の
耕
作
で
き
る
状
態
に
戻
す
の
に
大
変
な

手
間
と
労
力
が
か
か
り
ま
す
。
荒
れ
て
し

ま
っ
た
農
地
は
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
る
害

虫
等
の
温
床
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
産
業

廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
を
誘
い
、
悪
臭
や

汚
水
の
発
生
源
と
な
り
、
周
辺
の
農
業
者

や
住
民
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
所
有
者

や
耕
作
者
は
、
農

地
を
農
地
と
し
て

利
用
す
る
責
務
が

あ
り
ま
す
。
か
け

が
え
の
な
い
資
源

で
あ
る
農
地
を
守

る
た
め
に
、
農
地

の
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

利
用
状
況
調
査
︵
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
︶
を

実
施
中
で
す
。

８
月
か
ら
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
農
業

委
員
が
、
１
年
以
上
耕
作
さ
れ
ず
、
草
刈

り
等
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
遊
休
農

地
、
農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
以

外
に
さ
れ
た
農
地
、
産
業
廃
棄
物
等
が
不

法
投
棄
さ
れ
た
農
地
等
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
期
間
中
は
、
皆
さ
ん
の
農
地
に
農
業

委
員
等
が
立
ち
入
り
調
査
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
の
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
遊
休
農
地
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
農
地
の
所
有
者
等

に
、
今
後
、
農
地
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
く
か
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
所
有
者

の
意
向
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
確
認
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

農
地
ナ
ビ
を
ご
存
知
で
す
か
？

平
成
27
年
４
月
よ
り
、
窓
口
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
地
情
報
の
一
部
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い

場
合
や
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
場
合
な

ど
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

︻
公
表
場
所
（
手
数
料
）︼

窓
口
（
農
地
５
筆
ま
で
１
０
０
円
）
…

農
業
委
員
会
事
務
局
、
徳
地
・
阿
東
・
南

部
農
林
振
興
事
務
所
、
秋
穂
・
阿
知
須
総

合
支
所
総
務
課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
無
料
）
…
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
で
検
索

農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と
き

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買
等
す
る
場

合
は
、
農
地
法
第
３
条
に
基
づ
い
て
申
請

し
、
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は
耕
作
目
的

で
農
地
を
取
得
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
農

地
を
取
得
し
た
方
は
、
自
ら
農
作
業
に
常

時
従
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

耕
作
目
的
で
農
地
を
貸
借
す
る
と
き

農
地
を
他
の
農
業
者
に
耕
作
を
目
的
と

し
て
貸
借
す
る
場
合
に
、
利
用
権
設
定
等

促
進
事
業
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
農
地
法
第

３
条
の
許
可
申
請
よ
り
も
簡
易
に
農
地
の

貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。
仕
事
や
家
庭
の

都
合
等
で
農
地
を
人
に
貸
し
た
い
場
合

や
、
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
等
の
計
画
が

あ
る
た
め
農
地
を
借
り
た
い
方
は
、
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
と
、
安
心
し
て
農
地
の

貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と
き

相
続
の
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不
要

で
す
が
、
速
や
か
に
農
業
委
員
会
へ
届
け

出
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
４
月
に
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り｢

農

業
し
ち
ょ
る｣

が
、
全
国
農
業
新
聞
特
別
賞
を

受
賞
し
た
の
を
契
機
に
、
新
た
な
気
持
ち
で
編

集
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

今
、
農
業
委
員
会
法
改
正
を
始
め
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
遊
休
農
地
の
拡
大
な
ど
に
加

え
、
国
内
農
業
に
大
打
撃
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
、
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
で
す
。

７
月
に
は
、
農
業
委
員
の
改
選
が
あ
り
、

こ
う
し
た
問
題
に
、
農
業
委
員
会
と
し
て
何
が

出
来
る
か
を
協
議
し
、
農
家
の
皆
様
と
共
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
第
３
号
発
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
村
永
允
委
員
、
藤
村
守
委
員
、
中
村
浩
美
委

員
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
７
月
28
日
、
山
口
・
島
根
豪
雨
災

害
で
阿
東
嘉
年
地
区
は
、
特
に
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
当
時
、
水
没
し
た
り
、
土
砂
が
堆
積

し
た
り
、
水
で
削
り
取
ら
れ
た
農
地
の
復
旧
も
進

み
、
今
年
は
順
調
に
生
育
し
、
３
年
ぶ
り
の
収
穫

と
な
る
農
家
も
あ
り
、
笑
顔
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。

■ 

広
報
委
員
会 

■

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

編表
紙
写
真
に
つ
い
て

集
後
記

委 

員 

長　

淺
原　

利
夫

副
委
員
長　

佐
々
木
慶
市

　
　
　
　
　

津
田　
　

要

　
　
　
　
　

田
中　

忠
通

　
　
　
　
　

藤
原　

敏
郎

　
　
　
　
　

長
尾　
　

悟

　
　
　
　
　

藤
岡　

犠
臣

　
　
　
　
　

山
根
伊
都
子

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金

❶　農業者なら広く加入できる
　　★要件は　① 60歳未満
　　　　　　　②国民年金第１号被保険者
　　　　　　　③年間 60日以上農業に従事　の３つ

❷　積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
❸　農業の担い手には保険料の国庫補助
❹　保険料は自由に選択（月額２万～６万７千円）
❺　税制面で大きな優遇～入口から出口まで～
❻　80歳までの保証がついた終身年金

※詳しくは、農業委員会事務局またはお近くの農協へ

農業者年金
６つの
ポイント

　
　
　
　
　

津
田　
　

要

　
　
　
　
　

田
中　

忠
通

　
　
　
　
　

藤
原　

敏
郎

　
　
　
　
　

長
尾　
　

悟

　
　
　
　
　

藤
岡　

犠
臣

　
　
　
　
　

山
根
伊
都
子
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